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第6節 県内出二Lの弥生時代後期の土玉

1 1よ じめ ti

今卜1グリ副縦において、」な生時ft後期の包含層から球状の土製品 (C3)が 1点出土している。この

11猟寺占はI力機 Lに刺突による装鮨iが施されているのが特徴的である。これまでの発掘調査報告書では、

球壻チtを tヽする上製品は、装鶏ir/~9あ るものや穿孔のないものを「土玉J「土製丸玉」、それら以外のも
の

をおおよそ「 li錘 Jと して報告している状況であり、明確に分けられているわけではない。そうした

11製品の据1例を書:成 し、窮[内における出ili例から若十の検討を試みる。

2 分灯1

、ここでは、胸i面形が円形、横長の構円形を呈する土製品1を対象とし、用語としては「土玉」を使用

することとした17・ =なお、厳大長が最大幅よりも10 mm以 _L長い縦長の精円形を呈するものと手し径が

8翻以 Lの もr/‐pは、lL錘の可
・
能性が高いと思われるため、対象から除外した。対象とする土玉は、和

I}1晴吾氏の鶴1状 ill錘e灯i(断面がFl形に近い、いわゆる「球形土錘」)(1)、 乗松真也氏の球状土錘 (球

拭をlitし、資i重するイしをもつもの)(2)を一部含む。

県内においては、30i量跡64点の上玉が出土している。分類は、孔・断面形態・装飾を基準に行う。

孔/Jitti嘘するものを有イL上玉、貫i醜しないものを無孔土玉とする。また断面形によって、断面円形の

ものをI類、楠円形のものをⅡ類とする。さらに装飾の有無により、装飾のないものをA、 あるもの

をおとし、有孔 IA、 無孔IBと表記する。

傾向

類型努リ

類型別では、1有丁LI Aが 26点 (41%)、 有子LI Bが 1点 (1%)、

有イLI Aが 16点 (26%)、 有イLⅡ Bが 10点 (16%)、 無丁LI Aが 8点

(1196)、 無
=LI Bが
0点、無丁LⅡ Aが 2点 (4%)、 無孔ⅡBが 1点

1196)lll上 している。また分類の基準別では、有孔が84%、 無孔が

16%であり、有Jしのものが大多数を占めている。また断面形では、

「 ]形が53%、 格円形が47%であり、ほぽ半数である。さらに装飾では、

装飾なしが82%、 装飾ありが18%で あり、装飾のあるものは少数で

あることがわかる。大きな傾向としては、有孔で装飾のないものが多

数を占めるということが言える。

装飾

装飾については、断面円形のものが 1点であるのに対し、断面楕円形のものが11点 と多数を占めて

おり、装飾は断面楕円形のものに施す傾向が顕著である。装飾の内容は、刺突と線刻が認められる。

装飾の部位は全体に及ぶものと最も張り出した部分に施すものとがあり、線刻による装飾は全体に及
ぶもののみである。

第5表 土玉分類表
断面形態 装飾 類型

○

円
○ 有孔 IA
X 有孔 IB

楕円
○ 有孔ⅡA

有孔 IB

X

円
○ 無孔 IA
X 無孔 IB

楕円
○ 無子LEA

無子しIB
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第 6節 県内出上の弥生時代後期の上玉

出土遺構

出土遺構別では、竪穴住

居が57.8%、 土壌・袋状土

娠が 10。9%、溝・河道が9.4%、

土器溜 りが3.1%、 包含層

が18.8%で ある。遺構では

ない包含層からの出上が比

較的高い比率を示している

が、竪穴住居からの出土が

約 6割を占めており、竪穴

住居に伴うという傾向は重

要な傾向であろう。

4 おわりに

今回、これまであまり取

り上げられることのなかっ

た土玉を対象に県内におけ

る出土事例を集成し、それ

らから分類を行い、いくつ

かの傾向について指摘 を

行ってきた。その結果、県

内では有孔 IAが多数を占

め、遺構では竪穴住居から

の出土が比較的多く、装飾

については断面形態との一

定の関係性があるという傾

向が認められた。

県外の事例として、1000

点以上の上玉が出土してい

る鳥取県青谷上寺地遺跡が

挙げられる。出上状態も良

好であり、 1つの上玉にヒ

ノキの細枝を通して1倫状と

し、樹皮を巻いて緊縛した

状態で出上している。青谷

上寺地遺跡の場合、溝から

の出土が大多数を占めてい

る0。 土玉の機能や用途を考えるうえでは非常に良好な資料であろう。

第 6表 土玉一覧表

番号 遺跡名 所在地 出土遺構
計測値

類型 装飾
報告書
喝載番号

文献載大f
(Inl)

藪天 lル

(mm)

後
耐
孔
ｍ 國ｍ

1 西江遺跡 新見市哲 llli‖ 1 堅穴住肝 230 11ギLIA 1

同́山遺勘i 真庭市 (久 11町 )

竪穴住居 itイLIA

2

竪穴住居 布イLIA
竪穴住居 有]し IA
包含層 有イLⅡ B 中1突
包含層 有孔 IA

惣台選跡 1(庭 市 (久 ‖1町 )
竪穴住居 有fLⅡ A

竪穴住居 有孔 ⅡA
野辺張遺跡 真庭市 (久‖111・ ) 竪穴住 JIli 有

=LⅡ
A

ド市瀬j豊 助ヽ 真庭市(落合町 ) 包含層 28.7 有
=LIA

3

11の it遺跡 典庭1,(落合町 ) 墜穴住瓶| イ『 Iし IA 4

■11過跡 i:|[山 Tli 竪穴住居 布
=LⅡ
A 5

Jヽ中遣跡 勝田川:勝央町

堅穴住居 2().2 225 有イLIA
4 墜穴住居 11=LIA

竪穴住居 無孔 IA

'‖

木山過跡 赤磐市 (111陽町 ) 竪穴住居 117し IA
1に山IH遺 跡 瀬戸内市邑久‖1 土娠 イFIし IA

原選跡 llll1llTll(il‖ ,11‖U)
墜穴IL居 イFイLIB lll突
竪穴住居 22.0 ri=しⅡB 刺突

4L町遺助: 岡山市 竪穴住居 22.3 有孔 IA

百‖1川 兼基遺跡 岡山 ilf

竪穴住鵬 fi7し nA
上器溜 り 布

=LIA
有
=し

Ⅱ13 線刻 C10 2

IT‖l川 原尾島遺跡 岡山市

墜穴住麻: 有イしIB 11突 1 3

/1‐孔 IA 4

二L譜静i留 り 有
=L II A

5

竪穴伺i拒 l 17.9 22.7 有ILI B オ1突

幣穴住層: 有イLEA
25.0 4j‐孔 IA

有子LⅡ A C25

キll島泄助ヽ 岡山 ilf

竪穴住居 29() ∫隅:L II A

)T遭 117L I A C22
包含層 無孔 ⅡA C15

立田避助【 岡山 11∫ 竪穴住居 28.0 FllL I A

加茂政所選跡 llil山 1

墜穴住居 25.5 無
=LIA

C78

墜穴千L居 23.0 イIILΠ B 刺突 C79

竪穴住居 有
=し

IA C82

袋1人土峨 布孔 IA
土城 (19,0) イ「イLⅡ B 線刻 C92

包含層 有イLIA C101

11

}卜寺選助: 岡山市
竪穴住鷹: 22.0 12.7 有孔 IA C26

包含層 22.0 有ILI A C29

津寺11本木選跡 1問 lllTF 竪穴住居 23.0 有イLIA

高塚 i壼跡 1出山市

J=城 布JLⅡ A C82

包含層 rl‐子LⅡ A C87

包含層 250 有イLⅡ A

竪穴住居 有TLⅡ A C129

竪穴|け F: 有孔 Ⅱ Il 線亥1 C133

足守川lJll茂 B遺跡 岡山11f

竪穴‖1'酎 26.0 28.0 有JLI A

堅穴住肝 有ILI A C5

竪大住居 右イLIA

竪穴住居 有イLⅡ A C18

足守川矢部蘭向

避助:
倉敷市

竪穴住居 有孔 IB

上峨 無孔 IA

矢部,1越避助ヽ 倉敷市 上峨 有ILI A

Jl束遺跡 倉吸市

竪穴住居 /1‐子LIA
包含層 有イLIA C23

河迪 無7LⅡ B 刺突 C30

南満手遺跡 総社 1ゴ 堅穴住たI 27.2 有子LΠ A C134

籠本選跡 総社 II 竪穴‖i居 25.5 有
=LIA

井手兄延遺跡 総社市 包含 FtVl 22.0 有
=LIA

C3

高越遣跡 リトli(lF 土峨 有
=LIA

森山選跡 浅日市鴨方‖1 包含層 有孔 IA

竹林寺大文台避跡 求翻藻奥轟冊: 包含即 2■5 有孝LIB 刺突
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第4章  まとめ

今回は県内出上のものを中心に扱ってきたが

ることはできなかった。この点に関しては、

比:狡検討していくことが今後必要となってく

註

文献

1 岡山県教育委員会
2 岡山県教育委員会
3 岡山県教育委員会
4 岡山県教育委員会
5 岡山県教育委員会
6 岡山県教育委員会
7 山陽町教育委員会
1978

8 邑久町教育委員会
9 御津町教育委員会
10 岡山県教育委員会

11 岡山県教育委員会

12 岡山県教育委員会

13 岡山県教育委員会

14 岡山県教育委員会

15 岡山県教育委員会

16 岡山県教育委員会

17 岡山県教育委員会

18 岡山県教育委員会
19 岡山県教育委員会
20 岡山県教育委員会
21 岡山県教育委員会
22 岡山県教育委員会
23 岡山県教育委員会
24 岡山県教育委員会
25 岡山県教育委員会
26 岡山県教育委員会
27 岡山県教育委員会
28 岡山県教育委員会
29 岡山県教育委員会
30 井原市教育委員会
31 浅口市教育委員会

32 本書

、出土事例が少なく、土玉の機能や用途について検討す

周辺地域における出土事例や共伴遺物など広い視点か ら

るだろう。 (三浦 )

和田晴吾「弥生 。古墳時代の漁具」『考古学論考』イヽ林行雄先生古希記念論文集 小林行雄先生古希記

念論文集刊行委員会編 平凡社 1982
乗松真也「漁業用の錘からみた地域間交流」『日本考古学協会2006年度愛媛大会研究発表資料集』

日本考古学協会2006年度愛媛大会実行委員会 2006

北浦弘人ほか『青谷上寺地遺跡 3』 鳥取県教育文化財団調査報告書72 財団法人鳥取県教育文化財団

2001

「西江遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』20 1977

「旦山遺跡・惣台遺跡ほか」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』136 1999

「下市瀬遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 3 1974

「宮の前遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』12 1976

「二宮遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』28 1978

「小中遺跡ほか」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』117 1997

「用木遺跡」『岡山県営山陽新住宅市街地開発事業用地内埋蔵文化財発掘調査概報』4

「熊山田遺跡」『邑久町埋蔵文化財発掘調査報告』 1 2004

「原遺跡」『御津町埋蔵文化財報告』3 1988

「雄町遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 1 1972

「百問川兼基遺跡1ほか」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』51 1982

「百問川兼基遺跡4ほか」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』208 2007

「百問川原尾島遺跡 2」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』56 1984

「百間川原尾島遺跡 3」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』88 1994

「百間川原尾島遺跡 4」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』97 1995

「百間川原尾島遺跡 6」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』179 2004

「津島遺跡 4」 『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』173 2003

「津島遺跡 5」 『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』181 2004

「加茂政所遺跡ほか」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』138 1999

「足守川加茂A遺跡ほか」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』94 1995

「津寺遺跡 2J『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』98 1995

「津寺三本松遺跡ほか」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』142 1999

「高塚遺跡ほか」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』150 1999

「矢部堀越遼跡ほか」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』82 1993

「上東遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』2 1974

「上東遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』158 2001

「南溝手遺跡 2」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』107 1996

「窪木遺跡 1」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』120 1997

「井手見延遺跡ほか」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』156 2000

「高越遺跡」レト原市埋蔵文化財発掘調査報告』2 2004

「森山遺跡」F浅国市埋蔵文化財発掘調査報告』 1 2008
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